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H.「 日本」 とは何 か
まず、日本文化は特殊である、といった場合の 「日本」は何を指 しているのか、ということが
従来の日本文化論では、自明のこととして問題にされていない。しか し、ここで、二つの全 く違っ
た 厂日本」の概念が考えられる。それは 「日本国家」 と 厂日本民族」で、日本文化の特殊性、普
遍性を問う場合にこの二者が混同されていることが多いようだ。
皿.「 単一 民族 国家」 の意 味
日本文化の特殊性 を論 じるのに当って 「日本は単一民族国家である」 ということがよく言われ













IV.「 国民 国家」 とは何 か
「国 家 」 の 概 念 を 考 え る の に 当 って 「国 民 国 家 」 とい う表 現 が よ くつ か わ れ る。 こ れ はna-
tion-stateの 翻 訳 で あ るが 、nation-stateの 概 念 に 混 同 が あ り、 そ の混 同が そ の ま ま 日本 語 に もち
こ まれ て い る とい う こ と を論 じて み た い。
そ もそ もnationの 語 源 は ラ テ ン語 のnatioで 「生 ま れ る」 こ と を意 味 し、血 を分 け た 、 ひ い
て は 文化 、 言 語 な ど を もわ か ち合 っ た 一 民 族 の 構 成 す る集 団 を指 す 。 そ の た め 、nation-stateの
概 念 は も と も と単 一 民 族 の構 成 す る 国家 と して理 解 され て きた 。 イギ リス や フ ラ ンス や ドイ ツが
nation-stateで あ る と言 う こ と は イギ リス は イ ギ リス民 族 に よ って 構 成 され た国 家 で あ り、 フ ラ
ンス や ドイ ッ もそ れぞ れ フ ラ ンス 民 族 、 ドイ ツ民 族 に よ っ てつ くられ た 国 家 で あ る こ と を意 味 し
て きた し、 ま た今 もそ の よ う に信 じ られ て い る。 そ れ に なぞ って 日本 の 場 合 もnation-state、 つ
ま り国 民 国 家 で あ る と され て きた 。 と言 う こ と は単 一 民 族 国 家 と解 釈 して もそ れ は英 語 のna-




日本語で 「イギリス」ない し 「英国」と呼んでいる国家(state)に は"Asian"と よばれている、










のと期待 されていたが、その多 くは本国に帰らず、今では大多数が ドイッに定住の姿勢をしめ し、
すでに二世の世代をむかえている。ナチ政権時代に純粋民族国家(nationstateの 原型!)を 目
指 してユダヤ人、ジプシー等 を虐殺 した ドイツは今や多民族国家になってしまった。その不純粋
要素を呪い、憎むナチ後えいのスキン・ヘ ッドが、アリアン純粋民族の再現 を夢み、 トルコ人等


















新以前の日本のことだろう。その場合で も、北方のアイヌ、南方の琉球 を日本民族、 日本文化の





W.イ デオ ロギ ー と しての国民 国家
では、日本は単一民族国家、アメリカは多民族国家と言う図式には全 く意味がないのだろうか。
日本文化論ではどうしてこの図式にこだわるのだろうか。この設問をイデオロギーの問題 として
考えてみればその解答はあきらかだろう。イデオロギーとは、「こうあって欲 しい」 と言 う願望
を含んだ理想像、または世界観を指 している。
つまり、 日本人はイデオギーとして日本国家は単一民族国家であることを望み、その願望が事




言 う図式は日本人の世界観、つまり、「日本 とアメリカの違いはこうあって欲 しい」と言う願望
を表 しているのに過ぎなく、事実関係はおうよそ無視されていることを認識する必要がある。








味 す る。そ の アイ デ ンテ ィテ ィーの 内 容 を問 えば 、「ものの あ われ 」、「わ び」、「さび 」、「以 心 伝心 」、
「和 」、「タテ 社 会 」、 「集 団 主義 」等 、数 多 くの 日本 文 化 論 で 常 にあ げ られ る 、「日本独 特 の 」、「ユ
ニ ー ク な」、 「日本 に だ け しか ない 」 と され る文 化 的パ タ ー ンが 回答 と して跳 ね返 って くる。
当 然 そ の答 え に は 、 日本 国 家 の 中 に在 住 す る小 数 民 族 は無 視 され 、 彼 らの文 化 的パ ター ンは全
く反 映 され な い 。 そ の結 果 日本 国 家 はあ た か も単 一民 族 国家 で あ るか の ご と く誤 解 され る こ とに
な る。
これ と全 く同 じ現 象 は他 の 国家 で もみ られ る。例 え ば イ ス ラ エ ル。 イ ス ラエ ル 国 家 はユ ダヤ民
族 が 旧 パ レス チ ナ か ら、 ア ラ ブ系 で あ るパ レス チ ナ 人 を追 い 出 して建 設 され た。 この ユ ダヤ民 族
は 当然 イ ス ラエ ル 国 家 の 大多 数 を 占 め、 ま た イス ラエ ル を経 済 的 に も政 治 的 に も支 配 し、 そ の結
果 イ ス ラエ ル国 家 の は アイ デ ンテ ィテ ィー はユ ダヤ 民 族 の 文 化 を基礎 に した デ イ ス ク ール で な り
た っ て い る。と ころ が 、イス ラエ ル 国 の 中 に は イ ス ラエ ルの 国 籍 を も ちな が ら、ア ラブ系 で あ り、
イ ス ラー ム教 を信 奉 す る民 族 が イ ス ラエ ル全 人 口 の約13パ ーセ ン ト在 住 して い る こ とは あ ま り知
られ て い な い 。 そ して 彼 らの 文 化 は イス ラエ ル 国家 の ア イデ ン テ ィテ ィー の デ イ ス ク ー ル に は一
切 無視 され て い る。 この 事 実 を如 実 に しめ す の は イ ス ラエ ル 国家 の 国 章 で あ る。 これ につ い て は
Handelmanお よびShamgar-Handelmanの 詳 しい研 究報 告 が あ る1)。 イ ス ラエ ル 国章 を設 定 す る
の にあ た って 政府 は 国民 に案 を募 っ たが 提 案 され た 国章 は どれ もイ ス ラエ ル国 家 、 また ユ ダヤ教
を象 徴 す る種 々の シ ンボ ル を組 み 入 れ て い るが 、 どれ 一 つ ア ラブ 民 族 の文 化 を表 現 す る要 素 は
入 って い な い。 だ か ら こそ彼 らの存 在 は外 国 で は知 られ て な い し、 イ ス ラエ ル国 内 で は差 別 待 遇
を うけて い る。
こ れ と全 く同 じこ とが 日本 で も言 え る。 日本 国 内 にお け る朝 鮮 民 族 、 そ の他 の小 数 民 族 は 日本
国 家=日 本 民 族 文 化 の 図式 の も とに無 視 され て い る 。 日本 国 家 の ア イデ ンテ ィテ ィー の デ イ ス
クー ルが 日本文 化 論 に な って し まい 、 そ の た め外 国で は 日本 に は小 数 民 族 が 全 くい な い か の如 く
思 わ れ て い る 。 国家 の ア イデ ンテ ィテ ィー で無 視 され て い る と言 うこ とは、 そ の 基 本 的 人権 も無
視 され 、 差 別待 遇 を受 け る こ と につ なが る って い く。 イ デ オ ロ ギ ー と しての 国 家 像 か らは み 出 し
た 人 達 は そ の 国民 と して、 国民 と同 等 の待 遇 を受 け る権 利 は な くな る。
多 民 族 国 家 で あ る こ とを うた って い る ア メ リ カ も この 点 で は 日本 と同 じだ、 と言 え ば以 外 に思
うだ ろ う。 多 民 族 国 家 で あ る こ とが イ デ オ ロギ ー と して公 然 と認 め られ て い る以 上 そ の ア イデ ン
テ ィテ ィーの デ イス クー ル に もア メ リカ を構 成 す る諸 民 族 の 文 化 を取 り入 れ て い る筈 と思 うのが
当然 で あ る。
しか し、 ア メ リカで 多 文 化 主 義 を表 に打 ち 出 した の は ご く最 近 、 過 去 十 年 くらい の こ とで 、 そ
れ で も、 この考 えが 一 般 に広 く浸 透 して い る の で は な い。 い ま だ に、 西 欧 か ら も って 来 た価 値 観
と、 そ れ を継 承 した、 白人 ア メ リ カ人 の新 大 陸 上 陸 以来 の歴 史 に ア メ リカ を代 表 す る世界 観 を求
め る もの が 主 流 で あ る。 そ の 世 界 観 と は、例 え ば 、
「荒 くれ個 人 主義(ruggedindividualism)」
「民 衆 主 義(populism)」
「民 主 主 義(democracy)」
「平 等 主 義(egalitarianism)」
















































田.「 日本 人」 の定義
「日本人」 とはなにか、「日本人」とは誰 を指すか、と言うことは自明であるようであ りなが
ら実は複雑な問題である。「日本人」の定義はくだそうとすればするほど混沌として くる。この
問題をつきつめるために1987年 に西宮市でアンケー ト調査をした。































日本人とみなすか。その子孫で 日本語を話さない 「日系外国人」 を日本人とみなすか。その場合
日本国籍の有無が問題になるのか。あるいは、両親が 日本人の血を引いていても、「レスリー、




人の場合、父親が日本人である場合 と母親が 日本人である場合とでは違 うだろうか。 日本人の血
が四分の一 しかない場合、四人の祖父母のうち、誰が日本人であるかによって違ってくるだろう
か。上記のアンケー トの結果か ら察 して、この様なケースではコンセンサスは得られないに違い
ない。
また、日本に帰化 した外国人は日本人とみられているだろうか。終戦以前のゆわゆる半島人は
日本国民とされたがnativeの 日本人が 厂半島人」を日本人とは思 っていなかったし、現在で も、
たとえ日本国籍 をもっていても、彼らを日本人と思っている者は小数だろう。外見日本人と区別
のつかない、朝鮮民族においてもそうだから、ましてや白人ではまさに、その通 りだろう。








この様に国民の定義が不明確 な事例は多分多 くあるだろう。 ドイッについてはDianeFor -
sytheの 報告がある。それによると ドイツ人の定義は ドイッ国内に生まれ育った 「純粋」の ドイ
ツ人から、ポーランドなどの隣i国に在住する ドイツ人、外国へ移民 として出ていった、ほとんど、
もうドイッ人とは云えないような場合 までいろいろの段階がある、 ということである4)。
IX.帰 属(ascription)と 達 成(achievement)
国籍 を基 礎 と した国 民 の アイ デ ンテ ィテ ィー を考 が えた 場 合 、 日本 と アメ リカ は対 照 的 で こそ
あ れ 、類 似 は して い な い。 「日本 人 の場 合 はそ の 国 籍 は基 本 的 に は生 まれ な が らに して も って い
る もの(ascribedstatus)で 、帰 化 は可 能 で はあ るが 、 これ は非 常 に もの 珍 しい例 外 と され 事 実
上 そ の数 は非 常 に少 くな い。
そ れ に反 して ア メ リカ は移 民 の 国 と もゆ わ れ過 去 には 人 口の過 半 数 が移 民 で あ り、 帰化 す る こ
とに よっ て ア メ リカの 国 籍 を得 た(achievedstatus)。 現 在 で は過 半 数 まで は い か な い が
、 そ れ
で も、 非 常 に多 くの ア メ リカ人 は移 民 で あ る。 ア メ リカ で は 移民 で あ り帰 化 人 で あ る こ とは全 然
奇 異 に され ない 。 と同時 に 「ア メ リカ人 」 の 定 義 と して 国 籍 の あ る な しは とや か くされ な い 。 国





























これに対 して 「翻訳アメリカ論」はどれ くらいあるだろうか。百年以上も前にアメリカを訪れ、
その印象を書いた、 ド・トクビルのDemocracyinAmericaは アメリカのインテ リー層によく引
用されるが、それ以外の、英訳 された著名なアメリカ論は皆無に等 しい。













別 す る こ とは 出来 る。 日本 は明 か に前 者 に属 す る 。
日本 文化 論 で は 「日本 はユ ニ ー クで あ る」 と よ く言 わ れ 、 日本 がユ ニ ー クで あ る、 と言 う こ と
は 日本 の アイ デ ンテ ィテ ィーの 重 要 な命 題 の 一 つ に な っ て い る 。 こ の重 要 性 を踏 ま えて 、 前 述 の
西宮 ア ンケ ー トで は 日本 文 化 はユ ニ ー クだ と思 うか 、 ど うか を聞 い た。 回答 者 の49%が 日本 は ユ
ニ ー クだ と答 え た。
「た った49%」 、 と言 う読 者 も多 い だ ろ う。 日本 文 化 論 で 日本 のユ ニ ー ク さが 重 要 命 題 の 一 つ
に な って い る い以 上 、 日本 人 は 皆 この命 題 を信 じて い る と思 っ て い る人 は多 い だ ろ う。 そ の観 点
か ら見 れ ば 、49%と 言 う数 字 は確 か に低 い。 この点 につ い て は こ の紙 上 で は残 念 な が ら議 論 を展
開 をす る こ とはで きない が 、 日本 文化 論 の諸 命 題 を信 じて い る 日本 人 は以 外 に少 な い こ と をあ ら
わ して い る。
今 回 の ア ンケ ー トで は ど う言 う面 でユ ニ ー ク か は きか な か っ たが 、 お そ ら くユ ニ ー ク さにつ い
て の 内容 は 人 に よ って 異 な って い る だ ろ う。 だ か らこ そ 日本文 化 論 の本 が 何 百 とあ る 。 日本文 化
の精 神 的 な もの を挙 げ る者 もい る だ ろ う。社 会構 造 を挙 げ る者 もあ ろ う。 だ か ら とい って 日本 文
化 が ユ ニ ー クで あ る とい う考 え が まち が っ て い る とは言 え な い。 な ん らか の 意 味 で 日本 はユ ニ ー
クで あ る と信 じて い る こ とで49%の 日本 人 が 一 致 して い る こ と に意 義 が あ る。 「ユ ニ ー ク さ」 と
云 う表 現 に シ ンボ リ ックな 意 味 が あ り、「ユ ニ ー ク さ」とい う表 現 が シ ンボ ル と して機 能 して い る。
これ と全 く同 じシ ンボ リ ッ クな機 能 が メ ラ ネ シ アの 国 家 、 バ ヌ ア ツ(Vanuatu)で み られ る。
バ ヌ ア ッ は植 民 地 時 代 ニ ュー ヘ ブ リデ ス とよ ば れ て い たが 、独 立 後 国 名 をバ ヌ ア ッ と した。 バ ヌ
アッ に は幾 多 の 言 語 、 部 族 が あ り、独 立 国家 と して統 一 した文 化 を もつ こ とは不 可 能 に ち か い。
だ がVanuatuで はkastomと い うPigin語 の 表 現 が あ り、Vanuatu国 家 に はkastomが あ る、 と
い う統 一 した 見 解 をた も って い る。 このkastomの 内 容 は各 部 族 に よ って 違 うが 、 そ れ は ど うで
も よい の で あ る。 内 容 が ど うで あ れ 、kastomと い う表 現 が シ ンボ ル と して 国 家 の 統 合 機 能 を は
た して い る。 この 点 、 日本 人 の 言 う 日本 文 化 の 「ユ ニ ー ク さ」 の 概 念 もバ ヌ ア ツのkastomの 概






日本は特殊な面 もあ り、また他文化、他国家 との共通面 ももっている。
日本文化が特殊であるのは自明である。 しかし全 く同じ意味で世界中の文化 もそれぞれ特殊で
ある。つまり、各々の文化が特殊であるとい うことは特殊性が普遍であると言 うことでもある。
しかし、 日本人は日本文化の特殊性をごとごとに主張するところに特殊性がある。
「文化」を論 じることと 「国家」を論 じることとは次元を異にする。にもかかわらず、次元を




日本 国 家 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ ー は 他 国 家 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ ー と似 た と こ ろ も あ れ ば 、 対 照 的
な 面 も あ り一 概 に 二 者 が 違 っ て い る と ば か り は い え な い 。 と こ ろ が 、 日本 文 化 論 の 枠 の な か で の
比 較 は 相 違 点 に の み 重 点 を お き 、類 似 点 を 無 視 して き た き ら い が あ る 。そ の た め に 日 本 と他 文 化 、
他 国 家 は 必 要 以 上 に 違 い の あ る か の 如 く に み ら れ て き た 。 今 後 は類 似 点 に も焦 点 を お き 、 バ ラ ン





2)ア メ リ カで ガ ン(銃)が 行 き渡 っ て い るの も この 開 拓 精 神 の 名 残 りに ほ か な ら ない 。
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